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各地区電友会だより（宮城）

◆ 

宮
城
支
部

◎
Ｎ
Ｔ
Ｔ
宮
城
グ
ル
ー
プ「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
交
流
会
」

　令
和
６
年
10
月
23
日
、
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

於
い
て
開
催
さ
れ
、
約
４
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
開
催
会
場
を
仙
台
会
場
１
ヵ
所
に
変
更
し

て
行
わ
れ
、
各
拠
点
か
ら
は
送
迎
バ
ス
を
準
備
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　冒
頭
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
須
藤
執
行
役
員
宮
城
事

業
部
長
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

退
職
者
の
会
宮
城
県
支
部
協
議
会
阿
部
会
長
の
乾
杯

で
始
ま
り
ま
し
た
。
集
約
開
催
に
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
懐
か
し
い
仲
間
と
久
し
振
り
の
再
会
や
現
役
の

方
々
を
交
え
た
賑
や
か
な
懇
親
会
と
な
り
、
楽
し
く

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

◎
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

・
第
一
弾「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
わ
く
わ
く
体
験
会
」

　３
回
目
と
な
る
高
齢
者
の
健
康
増
進
や
認
知
症
予

防
等
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
「
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
わ
く
わ
く
体
験
会
」
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
宮
城
事
業

ビデオゲームと
奮闘中

部
の
全
面
的
な
協
力

を
得
て
５
月
27
日
に

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
サ
ロ
ン

で
開
催
し
ま
し
た
。

　五
ッ
橋
ク
ラ
ブ
会

員
の
他
に
石
巻
電
友

会
、
気
仙
沼
ク
ラ
ブ
、

小
牛
田
ク
ラ
ブ
栗
原

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
26

名
の
方
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
第
二
弾「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

　令
和
６
年
９
月
26
日
、
昨
年
に
続
い
て
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
シ
ェ
ル
コ
ム
せ
ん
だ
い
で
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　各
地
区
か
ら
45
名
が
参
加
し
、
総
合
優
勝
は
沼
倉

宏
佳
さ
ん
（
五
ッ
橋
）、
準
優
勝
は
八
木
橋
行
男
さ

ん
（
仙
南
）
レ
デ
ィ
ー
ス
優
勝
は
藤
島
和
子
さ
ん
（
小

牛
田
）レ
デ
ィ
ー
ス
準
優
勝
は
男
澤
喜
恵
子
さ
ん（
大 帰ったら孫と一緒に遊ぼう！

総合優勝の沼倉さん（五ッ橋クラブ）

ホールインワン賞のビールをめざして

  

宮
城
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崎
）
で
し
た
。
ま
た
、
今
大
会
も
賛
助
会
員
各
社
様

か
ら
多
く
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
各
賞
や

飛
賞
の
賞
品
を
充
実
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
会
員
各
社
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

・
第
三
弾「
松
島
湾
島
巡
り 

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

　令
和
６
年
11
月
17
日
に
、
五
ッ
橋
ク
ラ
ブ
「
山
の

会
」
と
の
共
催
で
、「
松
島
湾
島
巡
り 

健
康
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
」
を
行
い
ま
し
た
。

　３
地
区
（
五
ッ
橋
、
石
巻
、
小
牛
田
）
か
ら
20
名

が
参
加
し
小
春
日
和
の
中
、
心
地
よ
い
海
風
を
受
け

宮城県内各地区から 45 名が参加
熱戦が繰り広げられました

松
島
湾
浦
戸
諸
島
（
桂
島
、
寒
風
沢
島
、
野
々
島
）

の
素
晴
ら
し
い
眺
め
を
満
喫
し
な
が
ら
４
時
間
半
ほ

ど
ウ
オ
ー
ク
。
昼
食
は
新
鮮
で
美
味
し
い
海
の
幸
に

大
満
足
の
一
日
で
し
た
。

島から島への渡船に乗って

新鮮な海の幸が盛りだくさんの昼食で満足

晩秋の松島をバックに
ハイポーズ

◆ 

五
ッ
橋
ク
ラ
ブ

◎
文
化
講
演
会

　令
和
６
年
９
月
５
日
、
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
「
令
和
６
年
度
文
化
講
演
会
」
を
開
催
し
、
80

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
今
回
は
２
部
構
成
で
会
員
が

関
心
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
テ
ー
マ
に
し
ま
し

た
。　第

一
部
は
仙
台
中
央

警
察
署 

交
通
課
長
の

三
浦
清
也
様
を
講
師
に

お
招
き
し
「
ベ
テ
ラ
ン

ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事

故
防
止
」
と
題
し
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
ベ
テ

ラ
ン
で
あ
る
が
ゆ
え
に

潜
む
落
と
し
穴
が
あ
る

事
や
、
免
許
更
新
時
の

変
更
点
な
ど
大
変
参
考

に
な
る
お
話
し
で
し
た
。

　第
二
部
は
～
実
は
ど

う
な
の
～
「
認
知
症
ぶ

っ
ち
ゃ
け
話
」
と
題
し

て
、
杜
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
あ
お
ば 

理
事
長 

院
長
の

鹿
野
英
生
先
生
に
認
知
症
に
関
す
る
「
認
知
症
あ
る 三浦課長による交通事故防止講演鹿野院長による認知症講演

96号_c各地区だより_1宮城1211.indd   9 2024/12/12   10:58



 10 

各地区電友会だより（宮城）

　初
め
て
東
北
電
力
ビ
ル
で
の
開
催
で
、
来
場
者
数

は
延
べ
９
９
６
人
（
前
回
２
２
４
人
）。
来
場
者
か

ら
は
、
幅
広
い
作
品
が
整
然
と
飾
ら
れ
て
い
て
良

か
っ
た
。
売
っ
て
く
れ
る
な
ら
買
い
た
い
作
品
が
あ

る
。
い
い
も
の
を
見
せ
て
も
ら
い
有
難
う
。
な
ど
作

品
の
素
晴
ら
し
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　会
場
で
は
、
久
し
振
り
の
再
会
で
話
が
弾
む
光
景

も
見
ら
れ
、
正
に
「
創
る
喜
び
、
集
う
楽
し
み
」
を

十
分
に
味
わ
う
と
と
も
に
、
明
日
へ
向
け
て
出
発
す

る
作
品
展
と
な
り
ま
し
た
。

作品出展者の皆さん

へ
の
入
会
、「
私
の
あ
し
あ
と
」
の
提
出
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

−

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
交
流
会
な
ど
に
つ
い
て
周
知
し
ま
し

た
。
会
議
終
了
後
は
懇
親
会
を
行
い
、
会
報
手
配
り

時
の
出
来
事
や
会
員
へ
の
声
掛
け
に
つ
い
て
伝
え
合

う
な
ど
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

◎
第
11
回
会
員
作
品
展

　令
和
６
年
10
月
29
日
～
11
月
１
日
ま
で
、
東
北

電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ 

ア
ク
ア
ホ
ー
ル
に
お
い

て ｢

第
11
回
会
員
作
品

展｣

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　五

ッ
橋
ク
ラ
ブ
の
会

員
・
家
族
の
他
、
石
巻

電
友
会
、
栗
原
ク
ラ
ブ

か
ら
も
力
作
が
出
展
さ

れ
、
絵
画
、
写
真
、
書
、

俳
句
、
絵
手
紙
、
手
工

芸
、
な
ど
１
５
０
点
も

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
会
員
の

家
族
が
制
作
し
た
伝
統

工
芸
「
会
津
唐
人
凧
」

の
展
示
も
あ
り
、
興
味

深
そ
う
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

第 11回作品展の正面風景多くの方が作品に見惚れました

あ
る
」
の
ぶ
っ
ち
ゃ
け
た
お
話
を
伺
い
、
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
話
と
内
容
に
も
や
も
や
し
て
い
た
も
の

が
大
分
す
っ
き
り
し
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　２
部
構
成
と
し
た
た
め
、
ち
ょ
っ
と
時
間
が
足
り

な
か
っ
た
、
も
う
少
し
詳
し
く
聞
き
た
か
っ
た
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
理
事
会
・
幹
事
会

　令
和
６
年
９
月
12
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
五
橋
２
ビ
ル
に
お

い
て
、
会
報
の
手
配
り
を
担
当
し
て
い
る
地
区
幹
事

を
中
心
に
48
名
の
役
員
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
高
石
会
長
の
挨
拶
の
後
、
大
変
な
猛
暑
の
中
で

の
手
配
り
や
、
会
の
活
動
に
関
す
る
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
は
、
今
後
の
行
事
予
定

や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
東
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
後
援
会

人付き合いが認知症のリスクを低減
皮肉屋さんは認知症のリスクが３倍かー！
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◎
サ
ー
ク
ル
活
動

⑴
は
ぜ
っ
子
ク
ラ
ブ

　電
友
会
は
ぜ
っ
子
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
会
員
数
は
10

数
名
で
す
。
釣
船
と
し
て
は
、
亘
理
鳥
の
海
、
牡
鹿

半
島
小
網
倉
浜
を
拠
点
に
、
仙
台
湾
、
田
代
島
、
網

地
島
そ
し
て
金
華
山
を
中
心
と
し
た〝
我
々
の
漁
場
〟

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
３
月
期
は
メ
バ

ル
釣
り
、
３
月
～
５
月
期
は
マ
コ
ガ
レ
イ
、
６
月
～

10
月
期
は
ヒ
ラ
メ
釣
り
、
11
月
～
12
月
期
は
真
蛸
釣

り
、
12
月
の
忘
年
会
、
３
月
の
定
期
総
会
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　最
近
は
海
水
温
度
の
上
昇
、
海
流
の
変
化
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
昔
釣
れ
た
マ
ガ
レ
イ
、
ア
イ
ナ
メ
は
、

全
然
釣
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
一
昔
前
ま
で
は
、
マ

ガ
レ
イ
50
枚
前
後
が
釣
れ
ク
ー
ラ
ー
い
っ
ぱ
い
に
な

り
帰
宅
後
の
処
理
が
大
変
で
し
た
。
現
在
は
南
方
系

の
魚
で
あ
る
太
刀
魚
、
真
鯛
等
が
北
上
し
、
魚
種
に

変
化
が
表
れ
て
き
ま
し
た
。

　12
月
の
忘
年
会
、
３
月
の
定
期
総
会
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
同
一
趣
味
の
集
ま
り
で
あ
り
、
話
が
盛
り

上
が
り
、
酒
の
量
も
多
く
な
り
、
閉
店
の
時
間
も
忘

れ
る
く
ら
い
、
雰
囲
気
は
最
高
潮
に
達
す
る
の
が
常

で
す
。

　電
友
会
は
ぜ
っ
子
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
初
心
者
、
女
性
大
歓
迎
。
魚
種
に
応
じ

た
釣
り
師
が
お
り
ま
す
の
で
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　太
平
洋
の
大
海
原
で
魚
を
釣
る
こ
と
は
、
ス
ト
レ

ス
解
消
、
命
の
洗
濯
が
で
き
ま
す
。
是
非
、
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

⑵
五
ッ
橋
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル

　今
年
度
第
２
回
目
の
撮
影
会
を
９
月
４
日
に
、
県

北
西
部
の
加
美
町
に
あ
り
、
花
畑
に
季
節
の
花
々
が

咲
く
「
や
く
ら
い
ガ
ー
デ
ン
」
で
実
施
し
ま
し
た
。

　当
日
は
朝
か
ら
天
候
も
良
く
、
大
い
に
期
待
を
膨

ら
ま
せ
な
が
ら
、
参
加
者
５
名
が
会
員
の
車
２
台
に

分
乗
し
て
、
９
時
30
分
の
開
園
時
間
に
間
に
合
う
よ

う
に
向
か
い
ま
し
た
。

R6 年第 2回撮影会
（加美町やくらいガーデン）

　ガ
ー
デ
ン
入
口
の
前
で
、
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
の
花

畑
の
取
材
に
来
た
「
ｋ
ｈ
ｂ
東
日
本
放
送
」
の
取
材

カ
メ
ラ
マ
ン
の
人
と
一
緒
に
な
り
、
我
々
の
撮
影
風

景
を
撮
ら
せ
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
、
取
材
に
協

力
す
る
と
と
も
に
、
代
表
し
て
Ｍ
さ
ん
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
取
材
映
像
は
、
そ
の

日
の
夕
方
の
地
域
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
等
の

花
々
に
彩
ら
れ
た
花
畑
の
丘
に
移
動
し
、
花
畑
を
維

持
・
管
理
し
て
い
る
お
ば
さ
ん
達
と
話
を
交
わ
し
た

り
し
な
が
ら
、
各
自
、
思
い
思
い
の
風
景
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
続
け
ま
し
た
。

　あ
っ
と
い
う
間
に
２
時
間
近
く
が
過
ぎ
、
お
昼
の

時
間
も
近
く
な
っ
た
の
で
、
名
残
惜
し
み
つ
つ
撮
影

会
を
切
り
上
げ
、
車
で
五
分
ほ
ど
先
に
あ
る
古
民
家

の
蕎
麦
屋
で
反
省
会
（
？
）
を
兼
ね
な
が
ら
手
打
ち
蕎

麦
を
食
べ
て
、
仙

台
に
戻
り
ま
し
た
。

　翌
週
の
月
例
会

（
毎
月
第
２
火
曜

日
）
で
は
、
参
加

会
員
各
自
の
「
や

く
ら
い
ガ
ー
デ

ン
」
の
作
品
を
披

露
し
、
皆
で
評
価

し
合
い
ま
し
た
。

R6年9月例会の選出作品（五橋第2ビル入口に掲示）
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◆ 

仙
南
Ｏ
Ｂ
会

◎
定
期
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

　新
型
コ
ロ
ナ
が
感
染
拡
大
し
、
行
動
制
限
が
緩
和

さ
れ
た
も
の
の
総
会
開
催
に
は
慎
重
に
対
応
し
て
き

ま
し
た
。
Ｒ
６
年
は
、
６
月
１
日
４
年
ぶ
り
に
定
期

総
会
を
会
員
46
名
の
参
加
で
大
河
原
町
「
ラ
ラ
・
さ

く
ら
」
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
事

業
活
動
報
告
・
収
支
決

算
報
告
が
承
認
さ
れ
、

続
い
て
今
年
度
の
重
要

活
動
の
ひ
と
つ
で
も
あ

る「
秋
の
日
帰
り
旅
行
」

（
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
は

一
泊
旅
行
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
会
員
の

高
齢
化
が
進
み
日
帰
り
へ
変
更
）、
予
算
案
・
支
部

主
催
事
業
へ
の
参
加
呼
び
か
け
等
を
満
場
一
致
で
可

決
さ
れ
、
新
年
度
事
業
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　引
き
続
き
会
場
を
本
館
宴
会
場
に
移
し
、
戸
田
会

長
の
あ
い
さ
つ
後
女
性
を
代
表
し
て
佐
藤
よ
う
子
様

の
乾
杯
で
始
ま
り
、
久
し
振
り
に
会
話
で
き
た
喜
び

を
満
喫
し
つ
つ
、
明
る
く
元
気
に
親
睦
を
深
め
る
こ

と
を
参
加
者
全
員
で
誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

総会模様

き
て
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
宮
城
支
部
と
の
共
催
に

よ
る
「
松
島
湾
島
め
ぐ
り
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
昨
年
は
「
鳴
子
・

奥
の
細
道
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
を
実
施
）。

　こ
れ
か
ら
は
寒
さ
が
増
し
て
く
る
季
節
に
な
り
ま

す
が
、
木
々
の
葉
が
落
ち
て
見
通
し
が
良
く
な
る
こ

と
か
ら
、
近
隣
の
里
山
を
中
心
に
山
行
を
楽
し
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

山旅特別号表紙
（松島湾島めぐりＲ６．１１）

山旅第１０６号表紙
（屏風岳 Ｒ６．６）

⑶
五
ッ
橋
山
の
会

　今
年
度
の
山
行
は
、
恒
例
と
な
っ
た
４
月
の
「
し

ば
た
一
目
千
本
桜
花
ウ
オ
ー
ク
」
と
「
青
麻
山
」
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
５
月
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
山
か
ら
海

に
変
え
て
の
「
浦
戸
諸
島
島
巡
り
」
と
８
年
ぶ
り
の

「
姫
神
山
（
岩
手
県
）」、６
月
の
「
南
蔵
王
・
屏
風
岳
」

ま
で
順
調
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
６
月
下
旬
に
は
「
山
旅
第
百
号
」
達
成

を
記
念
し
た
記
念
誌
の
発
行
に
合
わ
せ
、
総
会
・

祝
賀
会
を
開
催
し
て
更
な
る
充
実
を
誓
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
は
台
風
や
大
雨
、
強

風
な
ど
の
天
候
不
良
に
よ
り
、
６
月
下
旬
か
ら
10

月
ま
で
の
計
画
が
こ
と
ご
と
く
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
会
員
に
と
っ
て
は
こ
れ
だ
け
の
期
間
の
中

止
は
今
ま
で
経
験
が
な
く
、「
手
持
ち
無
沙
汰
」
な

ら
ぬ
「
脚
上
げ
無
沙
汰
（
？
）」
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

　11
月
に
な
り
、
よ
う
や
く
気
候
も
落
ち
着
い
て

山旅第１０５号表紙
（姫神山 Ｒ６．５）
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各地区電友会だより（宮城）

◎
文
化
講
演
会
の
開
催

　令
和
６
年
６
月
１
日
、
大
河
原
町
「
ラ
ラ
・
さ
く

ら
」
に
お
い
て
46
名
の
会
員
参
加
の
も
と
、
講
師
に

宮
城
県
大
河
原
警
察
署
生
活
安
全
課
の
佐
藤
信
哉
様

を
お
迎
え
し
、
文
化
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　演
題
は
、『
特
殊
詐
欺
被
害
の
未
然
防
止
に
つ
い

て
』
で
し
た
。

　講
話
内
容
は
、

　１
．
能
登
半
島
地
震
に
関
す
る
寄
付
支
援
金
詐
欺

　２
．
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
投
資
詐
欺

　３
．
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

　４
．
著
名
人
の
名
前
で
の
勧
誘
・
投
資
詐
欺
等 久しぶりで～す

　講
話
後
、
会
員
か
ら
「
親
族
が
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
」

に
か
か
り
難
儀
し
て
い
る
と
の
発
言
が
あ
り
、
会
場

に
ど
よ
め
き
が
！

　詐
欺
被
害
の
未
然
防

止
対
策
と
し
て
、

　①
電
話
の
掛
け
な
お

し
は
し
な
い

　②
一
旦
電
話
を
切
る

な
ど
を
行
い
、
家
族
等

と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
被
害
に
あ
わ
な
よ
う
注
意
す

る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

解り易い説明でした

真剣に拝聴中！

◎
秋
の
日
帰
り
旅
行

　10
月
５
日
、
山
形
市
内
観
光
の
日
帰
り
旅
行
を
実

施
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
一
泊
二
日
で
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
４
年
間
の
空
白
は
会
員
の
高
齢

化
が
一
段
と
進
み
、
一
泊
で
の
実
施
は
困
難
な
こ
と

か
ら
、
日
帰
り
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
旅
行
会
社
に

頼
ら
な
い
独
自
の
視
点
で
の
旅
行
企
画
で
す
。

　最
初
は
、
文
翔
館
（
旧
山
形
県
庁
（
国
指
定
文
化

財
））
の
見
学
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
語
り
部
（
偶

然
に
も
石
巻
市
出
身
）
に
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
漆
喰
飾
り
の
手
の
込
ん
だ
天
井
、
豪

華
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
製
床
な
ど
の
材
料
な

ど
吟
味
さ
れ
た
も
の
を
数
多
く
見
て
感
動
し
ま
し
た
。

文翔館
初めてみました
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各地区電友会だより（宮城）

◆ 

石
巻
電
友
会

◎
定
期
総
会

　令
和
６
年
６
月
20
日
、
石
巻
市
飛
翔
閣
に
お
い
て

開
催
さ
れ
23
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
議
事
に
入
る
前

に
物
故
者
へ
の
黙
祷
の
後
、
議
長
を
選
出
し
審
議
に

入
り
ま
し
た
。
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
満
場
一
致
で

可
決
さ
れ
、
早
々
に
懇
親
会
に
入
り
和
や
か
で
楽
し

い
ひ
と
時
と
な
り
、カ
ラ
オ
ケ
と
「
あ
じ
ろ
大
漁
節
」

の
合
唱
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
な
お
本
総
会
に
お

石巻電友会総会
参加者全員で

　大
会
終
了
後
は
、

お
互
い
の
近
況
報
告

で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
、
12
月
の

最
終
練
習
に
参
加
の

約
束
を
し
て
解
散
し

ま
し
た
。

狙うぞ、ホールインワン

いつも元気に！

　次
に
、
伊
達
家
と
ゆ
か
り
の
あ
る
最
上
義
光
公
記

念
館
を
訪
れ
、
戦
国
大
名
の
生
き
残
り
の
様
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　昼
食
は
グ
ッ
ド
山
形
で
、
自
由
昼
食
お
よ
び
地
場

産
品
の
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　最
後
は
、
寒
河
江

市
内
の
古
澤
酒
造

（
天
保
７
年
創
業
）記

念
館
へ
移
動
し
、
館

内
を
見
学
後
大
吟
醸

酒
等
の
利
き
酒
を
し
、

そ
の
違
い
を
体
験
し

ま
し
た
。

　車
中
に
お
い
て
は
、

〝
マ
サ
コ
さ
ん
〟
の
ガ
イ
ド
や
宮
城
の
方
言
五
七
五

に
つ
い
て
、
そ
の
解
釈
ク
イ
ズ
な
ど
で
楽
し
い
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
健
康
で
、

元
気
に
過
ご
す
こ
と
を
誓
い
、
散
会
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
活
動

　愛
好
会
の
活
動
は
、
４
月
か
ら
11
月
の
間
で
年
７

回
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
秋
の
大
会
を
10
月

10
日
に
12
名
の
参
加
者
で
行
な
い
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
。

　優
勝

　永
沢

　晴
男

　
　準

優
勝

　野
口

　輝
満

　３
位

　佐
藤

　康
夫

古澤酒造　利き酒が楽しみ
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各地区電友会だより（宮城）

い
て
長
年
石
巻
電
友
会
の
会
長
と
し
て
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
石
垣
正
一
さ
ん
が
退
任
さ
れ
梶
谷
浩
一
郎

さ
ん
が
新
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

◎
文
化
講
演
会

　定
期
総
会
に
併
せ
て
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
以
前
会
員
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
つ
い
て
」
の
お
話
を
石
巻
市
の
保
険
年

金
課
の
早
川
様
か
ら
丁
寧
な
説
明
を
受
け
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　令
和
６
年
６
月
８
日
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
み
や
ぎ
の

森
」
～
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
東
松
島
市
海
岸
防
災
林
の
再

防災林下刈り
参加者で

生
活
動
～
に
つ
い
て
前
回
に
引
き
続
き
下
草
刈
り
作

業
（
ツ
ル
の
刈
り
取
り
等
）
活
動
に
石
巻
電
友
会
か

ら
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

⑴
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

・
例
会
は
冬
季
間
休
止
し
、
３
月
か
ら
月
２
回
第
１

火
曜
日
は
石
巻
市
河
南
Ｐ
Ｇ
場
、
第
３
火
曜
日
は
東

松
島
市
矢
本
海
浜
緑
地
公
園
Ｐ
Ｇ
場
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
６
月
の
退
職
者
の
会
Ｐ
Ｇ
大
会
、
９

月
の
電
友
会
Ｇ
Ｇ
大
会
、
そ
し
て
秋
の
三
地
区
対
抗

Ｐ
Ｇ
大
会
で
の
優
勝
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

⑵
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル

　新
た
に
、
今
野
功
一
さ
ん
が
加
わ
り
５
名
で
活
動

三地区対抗ＰＧ大会
気仙沼パークゴルフ場にて

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
10
月
29
日
か
ら
開
催
す

る
五
橋
ク
ラ
ブ
会

員
作
品
展
に
出
展

し
ま
し
た
。

　副
会
長
の
塚
本

道
治
さ
ん
か
ら
も
、

自
宅
近
辺
で
撮
影

し
た
２
点
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

重層門の秋

春の登校風景
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各地区電友会だより（宮城）

れ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　月
例
会
と
交
流
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。

・
５
月
29
日
（
三
本
木
Ｐ
Ｇ
場

　21
名
）

　優
勝

　男
澤

　秀
一

　
　準

優
勝

　男
澤
喜
恵
子

・
６
月
26
日
（
ふ
れ
あ
い
の
森
Ｐ
Ｇ
場

　21
名
）

　優
勝

　中
鉢

　信
子

　
　準

優
勝

　高
橋
房
之
助

・
７
月
31
日
（
三
本
木
Ｐ
Ｇ
場

　23
名
）

　優
勝

　青
沼

　幸
雄

　
　準

優
勝

　阿
部

　憲
江

・
８
月
30
日
（
ふ
れ
あ
い
の
森
Ｐ
Ｇ
場

　20
名
）

　優
勝

　千
葉

　政
行

　
　準

優
勝

　男
澤

　秀
一

・
９
月
25
日
（
三
本
木
Ｐ
Ｇ
場

　20
名
）

　優
勝

　青
沼

　昌
裕

　
　準

優
勝

　菅
原

　武
人

・
第
18
回
古
川
・
泉

　交
流
大
会

　７
月
17
日
（
三
本
木
Ｐ
Ｇ
場

　34
名
）

　優
勝

　
　菅

原

　祐
子
（
古
川
）

　準
優
勝

　鈴
木

　源
一
（
古
川
）

・
第
20
回
古
川
・
弘
前

　交
流
大
会

　８
月
31
日
台
風
10
号
の
影
響
に
よ
り
中
止

・
第
19
回
古
川
・
泉

　交
流
大
会

　10
月
15
日
（
お
お
ひ
ら
万
葉
Ｐ
Ｇ
場

　31
名
）

　優
勝

　
　菅

原

　武
人
（
古
川
）

　準
優
勝

　高
橋
房
之
助
（
古
川
）

・
第
９
回
古
川
・
石
巻
・
気
仙
沼

　交
流
大
会

　10
月
17
日
（
気
仙
沼
市
Ｐ
Ｇ
場

　44
名
）

　優
勝

　
　内

海

　精
一
（
気
仙
沼
）

　準
優
勝

　佐
藤
喜
久
雄
（
気
仙
沼
）

５
時
半
に
古
川
に
無
事
到
着
し
ま
し
た
。
次
回
も
元

気
で
再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

⑴
Ｎ
Ｔ
Ｔ
古
川
Ｏ
Ｂ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

　昨
年
も
前
年
同
様
真
夏
日
が
多
く
、
日
頃
の
成
果

を
競
い
合
う
月
例
会
「
外
も
暑
い
が
勝
負
も
熱
い
」

で
燃
え
上
が
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　月
例
会
開
会
式
で
は
、
競
技
上
の
注
意
を
省
略

（
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
等
注
意
点
を
要
約
し
た
メ
モ
を

総
会
時
に
配
付
）
時
間
短
縮
を
図
り
ま
し
た
。

　交
流
大
会
で
は
、
毎
週
水
・
金
の
練
習
成
果
が
現

館ヶ森アーク牧場にて
「来年また会いましょう」

◆ 
大
崎
ク
ラ
ブ

◎
秋
の「
研
修
旅
行
」の
実
施

　10
月
３
日
、
恒
例
の
秋
の
研
修
旅
行
（
気
仙
沼
大

島
方
面
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
８
時
30
分
会
員
17
名

の
参
加
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
古
川
支
店
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

出
発
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
最
初
に
気

仙
沼
市
東
日
本
震
災
遺
構
・
伝
承
館
（
旧
気
仙
沼
向

陽
高
校
跡
）
を
視
察
。
映
写
館
で
は
津
波
の
恐
ろ
し

さ
、
寄
せ
波
と
引
き
波
で
地
上
の
建
物
、
海
上
の
船

等
を
破
壊
し
尽
く
す
様
は
、
た
だ
た
だ
驚
き
で
す
。

　そ
の
後
、
４
階
建
の
校
舎
を
視
察
、
１
階
か
ら
３

階
の
各
教
室
は
瓦
礫
の
山
で
す
。
特
に
３
階
の
教
室

に
は
乗
用
車
ま
で
流
れ
着
い
て
い
ま
し
た
。
将
来
に

わ
た
り
、
震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
伝
え
、
警
鐘
を
鳴

ら
し
続
け
る
、
目
に
見
え
る
証
を
視
察
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
気
仙
沼
大
島
大
橋
を
渡
り
、
大
島
の
民
宿

で
食
事
。
三
陸
の
海
の
幸
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
、
一

年
間
の
話
題
に
花
が
咲
き
、
カ
ラ
オ
ケ
で
皆
さ
ん
の

美
声
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
気

仙
沼
市
魚
市
場
を
見
学
し
旬
の
魚
等
の
お
土
産
を
買

い
求
め
ま
し
た
。

　帰
路
の
途
中
で
一
関
市
の「
館
ヶ
森
ア
ー
ク
牧
場
」

を
見
学
し
ま
し
た
が
、
閉
館
近
く
な
り
牧
場
の
雰
囲

気
を
味
わ
う
暇
も
な
く
各
々
お
土
産
を
買
い
、
午
後
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　「
唯
一
無
二
」
の
こ
の
一
打
、〝
何
で
、
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
さ
打
て
な
い
ん
だ
べ
？
こ
の
前
は
良
か
っ

だ
の
に
！
〟
な
ど
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
仲
間
と
の

お
喋
り
を
楽
し
ん
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

⑵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル「
桜
友
会
」

　「
化
女
沼
２
０
０
０
本
桜
の
会
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
環
境
美
化
活
動
と
し

て
４
月
か
ら
11
月
ま
で
毎
月
１
回
化
女
沼
周
辺
（
１

周
約
４
キ
ロ
）の
ゴ
ミ
拾
い
に
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
ゴ
ミ
の

9 月月例会参加者
「外も暑いが勝負も熱い！」

投
げ
捨
て
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
大
変
喜
ば
し

い
状
況
で
す
。
環
境
整
備
活
動
と
し
て
、
毎
週
早
朝

か
ら
２
時
間
程
度
（
年
２
回
周
期
）
で
、
桜
の
木
の

下
草
刈
り
、
消
毒
作
業
、
追
肥
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
昨
年
は
高

温
と
降
水
量
が
多
く

て
雑
草
の
成
長
が
早

く
、
特
に
ク
ズ
は
桜

の
幼
木
を
覆
い
、
倒

木
さ
せ
る
ほ
ど
の
勢

い
で
繁
茂
し
ま
す
の

で
雑
草
と
の
戦
い
で

し
た
。

下草刈り作業中

雑草と格闘中

◆ 

小
牛
田
ク
ラ
ブ

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

　６
月
28
日
に
59
回
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

・
第
59
回
大
会
上
位
入
賞
者

　優

　勝

　前
原

　一
寿

　準
優
勝

　佐
々
木
一
孝

　第
３
位

　川
越

　文
男

　今
年
度
２
回
目
の
大
会
は
９
月
29
日
に
実
施
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
大
会
が
入
っ
た
為
、

10
月
11
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

強者が
揃っています
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◎
令
和
６
年
度
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　昨
年
７
月
23
日
栗
原
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

多
目
的
室
に
お
い
て
、「
元
気
な
う
ち
か
ら
始
め
よ

う
！
シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
」
と
題
し

て
、
令
和
６
年
度
セ
ミ
ナ
ー
を
電
友
会
栗
原
ク
ラ
ブ

主
催
・
退
職
者
の
会
栗
原
地
区
協
議
会
共
催
で
開
催

し
ま
し
た
。

　参
加
者
は
、
会
員
27
人
と
講
師
１
人
の
合
計
28
人

で
し
た
。
連
日
の
暑
さ
が
続
く
中
で
の
ご
参
加
、
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　講
師
に
は
、
栗
原
市
市
民
生
活
部
の
保
健
師
「
久

光
星
菜
様
」
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

パークゴルフ交流会
参加者

ま
れ
、
22
名
の
参
加
者
が
水
分
補
給
と
休
憩
を
と
り

な
が
ら
日
頃
の
実
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
和
気
あ
い

あ
い
と
プ
レ
ー
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　同
時
進
行
で
地
元
団
体
の
大
会
が
行
わ
れ
て
お
り

大
勢
の
方
が
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
が
、「
ナ
イ
ス

シ
ョ
ッ
ト
！
」
の
掛
け
声
と
笑
い
声
は
私
た
ち
が

勝
っ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　交
流
会
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　男
子

　優

　勝

　川
村

　幸
雄

　
　
　
　準

優
勝

　二
上

　信
昭

　女
子

　優

　勝

　佐
々
木

　の
ぶ
子

　
　
　
　準

優
勝

　鈴
木

　綾
子

が聞こえてくるようです元気いっぱいの笑い声

・
第
60
回
大
会
上
位
入
賞
者

　優

　勝

　橋
崎

　隆
二

　準
優
勝

　毛
利

　学
治

　第
３
位

　伊
藤

　文
明

◆ 

栗
原
ク
ラ
ブ

◎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会

　昨
年
６
月
20
日
、
小
田
ダ
ム
湖
畔
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
お
い
て
、「
春
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会
」
を

電
友
会
栗
原
ク
ラ
ブ
主
催
・
退
職
者
の
会
栗
原
地
区

協
議
会
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
恵

パークゴルフ
大好きですよ
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　　こ
れ
か
ら
も
「
住
み
慣
れ
た
栗
原
で
い
き
い
き
と

自
分
ら
し
く
元
気
に
生
活
し
続
け
る
」
た
め
に
、
大

変
役
立
つ
内
容
で
、
講
師
に
対
し
て
盛
大
な
拍
手
が

送
ら
れ
、
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

（
電
友
会
栗
原
ク
ラ
ブ

　佐
藤

　匡
彦
） 体力測定「開眼片足立ち」何分出来るかな？ フレイルチェック「椅子からの片足立ち」

　内
容
は
、
①
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
役
立
つ

講
話
『
フ
レ
イ
ル（
健
康
と
要
介
護
状
態
の
中
間
）の

予
防
』
を
中
心
に
、フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
「
歩

行
力
・
筋
力
Ｕ
Ｐ
」
及
び
「
食
事
の
改
善
」
の
必
要

性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
「
社
会
参
加
」
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　②
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
た
め
の
簡
易
な
体
力

測
定
「
握
力
」「
開
眼
片
足
立
ち
」「
タ
イ
ム
ア
ッ
プ

ゴ
ー
（
歩
行
能
力
テ
ス
ト
）」
を
行
い
ま
し
た
。
自

分
自
身
の
「
体
力
」
を
再
認
す
る
と
と
も
に
、
童
心

に
帰
っ
て
競
い
合
い
な
が
ら
測
定
を
行
い
、
楽
し
い

ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

フレイルの予防について
熱心に座学中！
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